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[背景] ヒト初期胚割球中に複数の核を有する多核胚は低発育能や染色体異常といった理由
から、胚移植候補から外すべきとされてきた。しかし、多核形成胚からも形態的に良好な

胚盤胞に発育することも知られていた。そこで、染色体の挙動変化を観察し、多核の形成

と多核中の染色体が次の分裂期にどのように振る舞うかを観察した。さらに、生殖医療の

過程で観察された多核胚を十分なインフォームドコンセントを得た後に移植を行い、それ

らの発育能を調べた。[方法] 本研究は日産婦に登録後、患者同意を得て実施した。提供胚

に EGFP-EB1をコードした mRNAと RFP-ヒストン H2Bをコードした mRNAを注入し、5日間

15分間間隔で、共焦点レーザー顕微鏡(CLM)で撮影した。135個の胚の染色体挙動を解析し

た。臨床データは Primo Visionにより経時的な発育変化を記録し、受精後 3日目に 1個胚移

植を実施した 71 症例における多核の出現と着床能との関連を後方視的に解析した。[結果] 

CLM 撮影した胚の 25%が第一卵割で異常分裂を起こし、分裂後すべての胚において多核が

出現した。異常分裂胚の胚盤胞への発育率は 3%と正常分裂胚(54%)に比べ有意に低く(p＜

0.05)、発育した胚盤胞は染色体異常であった。一方、正常分裂胚の 8 割近くで多核が発生

したが、正常分裂胚における多核胚と非多核胚の胚盤胞形成率ならびに良好胚盤胞率に差

は無かった。正常分裂後、多核を形成した胚から発育した胚盤胞の 70%が正常な染色体数を

有しており、非多核胚と同等であった。多核胚の染色体は核膜崩壊後、凝縮し、二極の紡

錘体を形成し、染色体を均等に分配することが観察された。臨床データの後方視的解析か

ら、正常分裂後出現した多核胚と非多核胚の着床率はともに 40%と差はなかった。現在、多

核胚から 9 名の正常な児が誕生している。[結論] 多核胚の低発育能ならびに染色体異常は

第一分裂の異常に主原因があること、正常な第一分裂後に出現した多核胚は非多核胚と同

等の発育能と染色体の正常性を有し、児への発育能を有することが明らかにされた。 


